
 

CLT パネルを利用した建物の普及に向けて 

 

（１）「木造」の多様化 

これまで木造では建てられていなかった４階建て

以上の建物に木材を使うことで、我が国に豊富な森林

資源を有効活用することが期待されています 1)。

CLT2)と呼ばれる木の板を縦横に交互に重ねて合わせ

て接着したパネル（分厚く大きな板）を利用すること

で、地震や火に強く、見た目にも美しい建物を創ろう

という取り組みがあります。 

写真 1 は鉄骨と CLT パネルを組み合わせた新しい

工法の建物の例です。地震力に抵抗するために斜めに

入れる筋かいの代わりに CLT パネルが用いられてい

ます。既存の構造様式にとらわれず柔軟な考え方のも

と、木材の利用拡大が進められている例と言えます。 

 

（２）建築研究所の取り組み 

このたび建築研究所では、CLT パネルと鉄骨等の部

材の接合方法を提案し、大きく建物が変形しても接合

部が壊れないようにする設計法 3)4)を整備しました。 

図 1 は地震力を受ける鉄骨と CLT パネルを用いた

建物のイメージです。CLT パネルと鉄骨をうまく組み

合わせることで地震力を鉄骨はりの曲げ変形によっ

て受け流すように設計することが可能になります 5)。 

 

 
写真 1 CLT を利用
した鉄骨造建物 

図 1 鉄骨はりと CLT パネル
を用いた建物イメージ 

 

写真２鉄骨はり＋CLT 架構と接合部の実大実験  

事故にあった自動車が車体の変形によって人命を守

るように、大きな地震に対して鉄骨のはりが変形する

ことで建物内の人の命を守るように設計できます。 

写真２は鉄骨のはりと CLT パネルを用いた建物の

イメージと耐震安全性を調べる実験の様子 6)です。微

小な変形ですが、よく見ると鉄骨はりが S 字に曲がっ

ている様子がわかります。このように変形するには、

鉄骨と CLT パネルを確実に接合する必要があります。

本来、木材は繊維に沿って割けやすい性質を持ちます。

木材を縦横に交互に重ねた CLT パネルでは、互いの

木材が互いを補強しあうため、繊維に沿って割けにく

い性質があります。この性質を活かすことで、鉄骨と

CLT パネルを固く強く接合できるようになりました。 

 

（３）普及に向けて 

研究は他の機関（大学・省庁・協会・企業等）とも連

携して実施し、得られた成果は設計者のための書籍 7)

として刊行されます。さらに、設計の参考となるモデ

ルプラン 8)の公開や、設計を補助するプログラムの開

発なども進めています。今後も、安全で快適な構造物

を設計できる分かり易い設計法の開発に向けた研究

を進めて参ります。夏には、実験施設を見て研究の様

子を体験してもらう「ちびっ子博士」と呼ばれる施設

の公開も行っていますので、ぜひお越しください。 
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